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2020年 

  3月8日 (日) 9:00～16:00

お問い合わせ　日本看護研究学会 中国・四国地方会 第33回学術集会事務局　 
〒 770-8514 徳島市山城町西浜傍示180   徳島文理大学保健福祉学部看護学科　 

E-mail: nr.tksno.33@gmail.com     TEL: 088-602-8146     FAX:088-602-8783 

ホームページ http://nr-33chugokushikoku.kenkyuukai.jp/  QR

探究心を育み 
実践を支える看護研究

一般社団法人 日本看護研究学会 中国・四国地方会 第33回学術集会

[プログラム] 
教育講演　　修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(M-GTA)の分析技法　 

木下康仁　聖路加国際大学大学院看護学研究科特任教授 

特別講演　　ナイチンゲール生誕200年「看護覚え書き」を現代の視点で読む 
金井一薫　徳島文理大学大学院看護学研究科教授 

特別展示　　ナイチンゲール生誕200年記念「知られざるナイチンゲールの業績と生涯」 
特別セミナー　中国・四国地方会学術委員会担当企画　調査表の作成 
一般演題（口演・示説）　学生セッションも企画します

会場／徳島文理大学 徳島キャンパス 

〒770-8514   徳島市山城町西浜傍示180 
実行委員長／吉永純子 (徳島文理大学保健福祉学部看護学科教授)

演題募集  2019年10月15日(火)～11月30日(土)    
　下記のメール宛に添付ファイルでお送り下さい　(抄録作成要領はホームページをご覧ください)　 
　 E-mail : nr.tksno.33@gmail.com 

事前参加申込  2019年10月15日(火)～2020年2月8日(土)            [参加費は当日払いです] 
　[FAXの場合] 「事前参加申込書」にご記入の上，右記宛にお送りください　FAX : 088-602-8783 
　[E-mailの場合] 下記の事項を入力いただき　nr.tksno.33@gmail.com  までご送信下さい 
　①お名前(ふりがな)  ②ご所属  ③会員・非会員  ④電話番号  ⑤メールアドレス  ⑥懇親会出欠の有無 

参加費　会員：4,000円　非会員：5,000円　学生：1,000円(大学院生を除く)   [懇親会：5,000円]
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ご　挨　拶

㈳日本看護研究学会中国・四国地方会
第33回学術集会　　　　　　　　　　

実行委員長　吉　永　純　子

　一般社団法人日本看護研究学会中国・四国地方会第 33 回学術集会を徳島文理大学において、
2020 年 3 月 8 日㈰に開催させていただくことになりました。
　今回の学術集会のテーマは「探究心を育み実践を支える看護研究」です。
　教育講演、特別講演、特別展示、特別セミナー、一般演題発表、学生セッションを企画い
たしました。
　教育講演には、聖路加国際大学大学院看護学研究科特任教授の木下康仁先生をお迎えして
「修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）の分析技法」をテーマにご講演
いただきます。特別講演は、「ナイチンゲール生誕 200 年『看護覚え書き』を現代の視点で読
む」をテーマに徳島文理大学大学院看護学研究科教授の金井一薫先生にお話しいただきます。
また「知られざるナイチンゲールの業績と生涯」として特別展示を開催いたします。地方会
学術委員会企画の特別セミナーは、「調査表の作成」をテーマに開催いたします。
　日頃の研究成果の発表機会として一般演題は口演と示説を準備いたしました。活発な意見
交換や交流をお願いいたします。
　学生セッションは、全ての演題を示説としてご発表いただきます。看護研究の最初の一歩
を踏みだす学部の学生の皆様が大学を越えて交流し、学会発表を経験されることで、研究の
芽を育んでいただきたいという願いを込めております。若い研究者の皆様が自由に交流でき
る場になるよう企画いたしました。
　さらに、今回の学術集会では、地域の枠を越えて交流の輪を広げるため、中国・四国地方
会以外の会員の皆様にも広くご案内をさせていただきました。その結果、中国・四国地方会
会員の皆様はもちろん、中国・四国地方会以外の会員の皆様からも演題申込やお問い合わせ
をいただきました。一般演題は 45 題、学生セッションは 38 題のご発表となりました。お申
し込みいただいた皆様、査読にご協力いただきました皆様に深く感謝申し上げます。
　会場の徳島文理大学徳島キャンパスは、徳島市内において交通の便利な場所にあります。本
学で、看護の学会を開催するのは初めてですが、教員、大学院生、学部学生が協同して準備
を進めてまいりました。企画運営及び準備におきまして、中国・四国地方会運営委員の皆様
をはじめ、学会員の皆様から多大なご助言ご支援を賜りましたことを心より感謝申し上げま
す。また、今回の学術集会では共同研究者の資格を拡大しました。ご発表を機に学会に入会
された方も多く、温かいご縁を感じております。
　徳島はジャパンブルーの阿波藍、阿波和三盆糖、弘法大師にゆかりのある阿波晩茶など、風
雅な特産品も話題になっています。
　皆様にお会いできますことを実行委員一同お待ち申し上げております。
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交通案内

■会　場　　徳島文理大学　〒770－ 8514　徳島県徳島市山城町西浜傍示180
　　　　　　　　　　　　　TEL：088－ 602－ 8146　FAX：088－ 602－ 8783

■会場までのアクセス
　● JR徳島駅から路線バスをご利用の場合　約15分
　　徳島市営バス　
　　［南部循環（左回り）］または［山城町（ふれあい健康館）］行きに乗車［文理大学前］　
　　バス停下車　徒歩1分

　● JR徳島駅からタクシーをご利用の場合　約10分

　●車をご利用の場合
　　徳島自動車道徳島インターチェンジから南方面へ約15分
　　神戸淡路鳴門自動車道鳴門インターチェンジから南方面へ約30分

　●お帰りの際にタクシーをご利用の場合
　　ノヴィルタクシー　　TEL：088－ 663－ 3888
　　内町タクシー　　　　TEL：0120－ 27－ 1616
　　城南タクシー　　　　TEL：088－ 624－ 6868

校舎等配置図

（1階）
第6会場
（2階）
第1会場
第2会場

（1階）
第3会場
（2階）
第4会場
（3階）
第5会場 徳島市営

バス停留所
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■3号館1階

■3号館2階・3階

会場案内図
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■2号館1階

■2号館2階

－ 4－



学術集会に参加される方へ

1．参加手続き・受付
1 ）受付は 9時から 3号館 1階に開設いたします。当日 9時までは建物内に入れませんのでご承
知ください。

2）参加受付にて、参加費（会員 4,000 円・非会員 5,000 円・学生 1,000 円）をお支払いください。
3）ネームカードケースは、記名台にご用意いたします。氏名・所属を記入の上、学術集会会場
内では必ずご着用ください。

4）当日入会希望の方は、本部で手続きをお願いします。

2．優秀口演賞と優秀ポスター賞
1 ）当日学術集会において優秀な演題に表彰を行います。
2）表彰式は（優秀口演賞 1名、優秀ポスター賞 2名：一般 1名、学生 1名）は、閉会式で行い
ますので、是非、ご参加ください。表彰者は決まり次第、受付に掲示致します。

3．クローク
1 ）3 号館 1階に設置いたします。手荷物やコート類をお預かりしますが、できる限りまとめて
いただきますようご協力をお願いいたします。利用時間は、9時から 16 時です。

2）貴重品や壊れ物はお預かりできません。
3）お預かりの際「番号札」をお渡しいたします。
4）お引取りの際は、お預かりの際にお渡しした「番号札」が必要です。

4．昼食・休憩場所
1 ）今回はお弁当の予約や当日販売はございません。
2）大学内のカフェは休業しておりますが、大学周辺はカフェや飲食店が多く、コンビニやベー
カリーショップなども徒歩圏内に多数ありますのでご利用ください。

3）昼食および休憩は、3号館 1階、2号館 1階、2号館ウッドデッキをご利用ください。
4）自動販売機は 2号館 1階にあります。

5．企業展示
　2号館 1階で 9：00 から 15：00 までいたします。是非お立ち寄りください。

6．特別展示：ナイチンゲール生誕200年記念
　3号館 3階で「知られざるナイチンゲールの業績と生涯」の特別展示をいたします。貴重な資
料を写真パネルにして展示しております。是非お立ち寄りください。

7．総会
　3月 8日㈰ 12：10 から 12：30 まで 2号館 2階で開催いたします。会員の方はご出席ください。
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8．中国・四国地方会運営委員会等
　別途案内の通り、運営委員会を 3月 7日㈯に行います。会場は徳島駅前のザ・グランドパレス
The Grand Palace Tokushima です。運営委員会に引き続き、各委員会を行います。関係者の方
はご出席ください。

9．懇親会
　日　時：3月 7日㈯　18：00 ～ 19：30
　場　所：ザ・グランドパレス　The Grand Palace Tokushima
　　　　　　〒 770－0831　徳島県徳島市寺島本町西 1丁目 60－1
　　　　　　電　話　088－626－1111
　会　費：5,000 円

10．救護室
　救護が必要な場合は、係員にお申し出ください。

11．災害発生時
1 ）災害発生時は館内アナウンスに従い、冷静に行動してください。
2）避難の際、エレベーターは使用しないでください。

12．その他
1 ）敷地内禁煙になっておりますので、ご協力ください。
2）会場内での呼び出しは行いません。受付付近に伝言板をご用意いたしますので、各自でご利
用ください。

3）会場内での忘れ物や落し物は、総合案内までお持ちください。学術集会終了時まで総合案内
でお預かりし、お引き取りがない場合は処分させていただきますのでご了承ください。

4）会場内では携帯電話・スマートフォンはマナーモードに設定するか電源を切り、周りの方の
ご迷惑にならないようご配慮ください。

5）会場内でのスライドやポスターの写真撮影、ビデオ撮影、録音は禁止させていただきます。こ
れらの行為を発見した場合は、係員が声をかけさせていただく場合がありますので、ご承知
おきください。

6）会場に学会広報や報道関係の取材が入りますので、ご了承下さいますようお願いいたします。
7）その他、お困りのことがございましたら、スタッフもしくは総合案内にお声をかけてくださ
い。
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座長・演者へのお知らせ

■口演発表
1．座長の皆様へ
1 ）ご担当群の発表時間 30 分前までに、「座長受付」にて受付をお済ませください。その際、座
長用リボンをお渡ししますので、ご着用ください。また演者のお名前の読み方をご確認くだ
さい。

2）ご担当群の発表 10 分前までに、会場内の「次座長席」にご着席ください。
3）1演題 10 分（発表 7分、質疑応答 3分）です。演者および演題のご紹介をお願いいたします。
4）進行は、タイムキーパーがサポートいたします。口演終了 1分前にベル 1回、終了時にベル
2回、質疑応答終了時にベル 3回でお知らせいたします。

5）演者に欠席があった場合、各群の開始時刻の変更はいたしません。ご担当群の中での繰り上
げをお願いいたします。

2．演者の皆様へ
1 ）当日、参加受付用紙に必要事項をご記入いただき、ご発表群の開始 30 分前までに、「PC受
付」にて受付をお済ませください。学生は、学生証の提示をお願いいたします。学生証がな
い場合は、学生としての参加はできませんのでご注意ください。

2）PC受付で、ご使用されるデータの記録媒体を提出いただき、一旦コピーさせていただきま
す。パソコンにデータをコピーした後、ご自身で試写状況やパソコン操作を確認してくださ
い。

3）ご発表群の開始時間 10 分前までに、発表会場にお越しください。
4）演者に欠席があった場合、各群の開始時刻の変更はいたしませんが、群内での繰り上げを行
いますので、座長の指示に従ってください。

5）発表は、1演題 10 分（発表 7分、質疑応答 3分）です。時間の経過は、タイムキーパーの合
図により、口演終了 1分前にベル 1回、終了時にベル 2回、質疑応答終了時にベル 3回でお
知らせいたします。

6）パソコン操作は、ご自身でお願いいたします。レーザーポインターは事務局で準備します。
7）ご発表の際に使用されるデータは、Windows 7 以上、Power Point 2010 以上で作成し、各自
がウイルスチェックを済ませ、USBフラッシュメモリー等に保存してご持参ください。また、
タイマーによる自動切り替え設定や動画挿入はご遠慮ください。

8）発表の際にコピーさせていただきましたデータは、学術集会終了後、事務局で責任を持って
消去いたします。
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■示説（ポスター）発表
1．学生セッションの座長の皆様へ
1 ）ご担当群の発表時間 30 分前までに、「座長受付」にて受付をお済ませください。その際、座
長用リボンをお渡ししますので、ご着用ください。また演者のお名前の読み方をご確認くだ
さい。

2）ご担当群の発表 5分前までに、発表会場にお越しください。
3）1演題の発表時間は 5分です。演者および演題の紹介をお願いいたします。ご担当群全員の
発表が終了した後、その群の終了時刻まで、全体の質疑応答の時間を取り、活発な意見交換
がされるよう進行してください。学生のディスカッションが深まるように、教育的なご支援
をお願いいたします。

4）進行は、タイムキーパーがサポートいたします。
5）演者に欠席があった場合、各群の開始時刻の変更はいたしません。ご担当群の中での繰り上
げをお願いいたします。

2．演者の皆様へ
1 ）演者受付は行いません。
2）9時から 9時 20 分の間にポスターを掲示し、15 時から 16 時 30 分の間に撤去してください。
3）ポスターを掲示する押しピンは各ポスターを貼付するボード前に準備しています。足りない
場合は、学会スタッフにお申し出ください。

4）一般演題の示説は、フリーディスカッションになります。開始時間の 5分前までにポスター
の前に集合し、終了時間まで待機し、参加者と自由に討論してください。

5）学生セッションの示説は発表時間があります。発表時間は 1演題 5分です。発表時間を延長
しないようにご注意ください。発表者はセッション開始時間の 5分前までにポスターの前に
集合して座長の進行に従ってください。発表後も終了時間まで待機し、参加者と自由に討論
してください。

6）ポスターのスペースは、幅 90㎝×高さ 180㎝で
す。演題番号は準備します。

7）配布資料等は各自で準備および回収をしてくだ
さい。事務局は対応いたしません。

8）指定時間内にポスターの提示がなかったり、発
表時間帯に不在であったりした場合は、発表が
取り消しになりますので、ご注意ください。

9）16 時 30 分までに撤去されないポスターは、事
務局にて撤去・処分いたしますのでご承知くだ
さい。
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日　程　表

会場

時間

受付 第 1会場 第 2会場 第 3会場 第 4会場 第 5会場 第 6会場
3号館1階
ロビー

2号館 2階
アカンサスホール

2号館 2階
会議室 3号館 1階 3号館 2階

大講義室 3号館 3階 2号館 1階

9：00 9：00～
16：00

9：00～9：20　ポスター貼付

9：00～16：00
［特別展示］
ナイチンゲール
生誕 200 年
記念展示

「知られざる
ナイチンゲール
の業績と生涯」

9：00～16：00
［企業展示］

9：20　開会式

第１群
9：30～10：20
【口演】

座長：岸田　佐智

第 3・4群
9：30～10：00

母性看護・小児看護
示説（一般）

第 10・11・12 群
9：30～10：30
示説（学生）

座長：谷本　公重
座長：吉本　知恵
座長：名越　恵美

10：00 第 5・6 群
10：00～10：30
臨床看護
示説（一般）

10：30～12：00
［教育講演］
修正版グラウン
デッド・セオリー・
アプローチ

（M-GTA）の分析
技法

座長：吉永　純子
講師：木下　康仁

11：00

12：00
総会

12：10～12：30

13：00

第２群
13：00～14：00
【口演】

座長：西田　佳世

第 7・8群
13：00～13：30
看護教育
示説（一般）

第 13・14・15 群
13：00～14：00
示説（学生）

座長：松浦　治代
座長：高嶋　伸子
座長：石上　悦子

13：00～14：00
［特別セミナー］
調査表の作成

司会：小村三千代
講師：小川　佳代

第 9群
13：30～14：00

地域看護・在宅看護・
看護管理
示説（一般）

14：00

14：10～15：40
［特別講演］
ナイチンゲール
生誕 200 年

「看護覚え書き」を
現代の視点で読む

座長：岩佐　幸恵
講師：金井　一薫

15：00

ポスター撤去

開会式　15：50
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プログラム

開会の挨拶
㈳日本看護研究学会中国・四国地方会第33回学術集会　

実行委員長　吉　永　純　子
徳島文理大学大学院看護学研究科　教授

座長　吉　永　純　子
徳島文理大学大学院看護学研究科　教授

修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）の分析技法
木　下　康　仁

聖路加国際大学大学院看護学研究科　特任教授

座長　岩　佐　幸　恵
徳島大学大学院医歯薬学研究部　教授

ナイチンゲール生誕200年「看護覚え書き」を現代の視点で読む
金　井　一　薫

徳島文理大学大学院看護学研究科　教授

開会式 9：20～ 9：30 第 1会場　2号館2階
（アカンサスホール）

特別講演 10：30～ 12：00 第 1会場　2号館2階
（アカンサスホール）

教育講演 14：10～ 15：40 第 1会場　2号館2階
（アカンサスホール）
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司会　小　村　三千代
鳥取看護大学看護学部　教授

日本看護研究学会　中国・四国地方会学術委員会企画「調査票の作成」
小　川　佳　代

四国大学大学院看護学研究科　教授

ナイチンゲール生誕200年記念展示
「知られざるナイチンゲールの業績と生涯」

議長　岩　佐　幸　恵
㈳日本看護研究学会中国・四国地方会会長

徳島大学大学院医歯薬学研究部　教授

表彰式
閉会の挨拶

㈳日本看護研究学会中国・四国地方会第33回学術集会

事務局長　上　田　伊佐子
徳島文理大学大学院看護学研究科　准教授

特別セミナー 13：00～ 14：00 第 4会場　3号館2階

一般演題（口演・示説） 9：30～ 14：00 各会場

特別展示 9：00～ 16：00 第 5会場　3号館3階

総　　会 12：10～ 12：30 第 2会場　2号館2階

閉会式 15：50～ 16：00 第 1会場　2号館2階
（アカンサスホール）
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教 育 講 演

特 別 講 演

特別セミナー



教育講演

　看護を主領域のひとつとして展開してきた質的研究は人間の理解に新たな地平を切り拓いてきた
と言えるが、一方で、なぜその結果になったのか、どのように分析したのかわからない、恣意的に
都合の良いデータだけを集めたのではないかといった素朴な疑問が依然としてみられる。質的デー
タの分析であっても明確な分析方法と分析プロセスが求められているということである。しかし同
時に、質的研究の可能性であるデータの意味の深い解釈と洞察から内容のある知見も求められてい
るのであり、この両立が課題となっている。
　M-GTAはこの課題に対するひとつの具体的な試みである。研究者を主題化し（誰が、何のため
に、何を明らかにしようとしてその研究を行うのかの問い）、オリジナル版 GTA（Glaser and 
Strauss，1967＝1996、等）から①理論生成への志向性、② grounded-on-data の原則、③経験的実証
性（データ化と感覚的理解）、④応用が検証の立場（結果の実践的活用）の 4点を継承し、その上で
次の 3点の課題の克服、①コーディング方法の体系化（分析プロセスの明示）、②意味の深い解釈、
③客観主義的認識論への批判への対応、すなわち、客観主義にもその対極にある社会構成主義にも
回収されない独自の実践主義（三位相のインターラクティブ性）に取り組んだものである。
　M-GTAは、一言で言えば、研究者をエンパワーしていく方法論でありケアの質の継続的向上を
目指す研究方法である。研究活動を通して意味について繊細な感覚を身につけ、言葉の使い方が意
識的になり、記述を含めていねいなコミュニケーションができるようになる。今回は具体的な分析
技法の説明になるが、それだけ理解すれば十分なのではなくこうした “土台 ” を理解する重要性を
強調しておきたい。なぜなら、質的データの意味の解釈とは正誤判断ではなくいくつか考えられる
中からの選択的判断になり、それを関連させながら継続していく長期にわたる複雑な作業であり、そ
の判断を行うのは【研究する人間】である自分自身だからである。大変ではあるが、分析の醍醐味
はそれまでとは違った観点からひとつの世界を読み解いていきその結果を理論（人間行動の説明モ
デル）として具体的に提示することにあり、さらに理論の実践的活用をうながすことができる。
　M-GTAは質的研究を質的データから規定し、その特性を、多様で複雑な人間の経験をできるだ
け自由に語ってもらったディテールの豊富な内容と位置付ける。質的データには観察結果なども含
まれるが、ここでは多くの場合用いられている半構成的面接法で得られたインタビューデータを前
提に話を進める。
　講演では、M-GTAを用いた研究例を交えながら分析方法と進め方を説明していきたい。分析テー
マと分析焦点者、継続的比較分析、理論的サンプリング、理論的飽和化などの基本用語を解説する。
一例として継続的比較分析を取り上げると、比較とは何と何をどう比べることなのか（類似性と対
極性）、継続的とはどのように比較を進めるのか（理論的サンプリング）、そして、どこまで進めれ
ば完了できるのか（理論的飽和化）がポイントとなる。また、類似比較はデータから説明力のある
概念の生成につながり、他方、対極比較によりデータ内の具体的出来事と自分の解釈内容それぞれ
に対して恣意的な偏りの可能性をチェックし、例外を発生させない分析を担保する。
　次いで、質的データの特性を記述分析に活かす質的研究法（事例研究やエスノグラフィー等）と
概念分析に活かすM-GTAの比較、一般的なコーディング方法とM-GTAのコーディング方法の違

修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）の分析技法

聖路加国際大学大学院看護学研究科　特任教授　木　下　康　仁
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いをみたうえで、そもそも質的データの概念分析とは何か（概念－指示モデル）を説明する。そし
て、その作業を行うために開発された分析ワークシートの使い方を紹介する。ここまでが、基本の
分析作業であるデータから概念生成する段階でオープンコーディングにあたる。
　概念の生成が始まると、相互の比較から複数の概念の関係を見いだす作業を始める。一段抽象度
を上げたカテゴリーの生成で、分析結果を構成する柱建てになるものを着想し確認していく作業で、
GTAでの選択的コーディングに対応する。抽象度に合わせた比較分析であるから概念のレベルの抽
象度とカテゴリーのレベルの抽象度は作業を進めると水準化していく。概念とカテゴリーは必須で
あるが、サブカテゴリーは必要に応じての判断となる。
　M-GTAでは問いとして設定した分析テーマに対する結果が理論としてのグラウンデッド・セオ
リーで、その中心にはカテゴリーの比較検討から統合化をはかる中心的カテゴリーが位置する。一
つに絞れればコアカテゴリーとなるが、分析テーマの結果としての明確さから複数を中心的カテゴ
リーの関係として示すことができる。最終的な分析結果の確定は、結果図とストーリーラインで行
う。視覚的に分析結果全体を表す作業と、その内容を中心的カテゴリー、カテゴリー、概念で簡潔
に文章化する。結果図の作成は分析を進める過程で構成部分となるものをメモとして記録していき、
ストーリーラインは最終的に結果図の完成を待って文章化する。
　M-GTAは日常的実践の理論化を目標とするが、それは分析結果である理論の実践的活用のため
であり、単に質的データの分析だけの方法ではない。そのために理論の形式と内容が重要な意味を
もつのであり、理論を社会的相互作用における人間行動の説明モデルと規定し、応用にあたり理解
しやすく羅針盤的な役割を果たせるものである。つまり、「実践の理論化」と「理論の実践化」がら
せん的にサイクル展開することを目指すのが質的研究法としてのM-GTAである。現状は道半ばと
いうか道のりは遠いのであるが、目指すべき方向は旗印として掲げていきたい。

文献（すべて単著）
　『（仮）定本M-GTA：実践の理論化のための質的研究法』、医学書院、2020（8 月予定）
　『グラウンデッド・セオリー論（現代社会学ライブラリー 17）』、弘文堂、2014
　『質的研究と記述の厚み：M-GTA・事例・エスノグラフィー』、弘文堂、2009
　『ライブ講義M-GTA：実践的質的研究法修正版…のすべて』、弘文堂、2007
　『グラウンデッド・セオリー・アプローチの実践』、弘文堂、2003
　「質的研究論文の査読基準の作成と評価類型・改善方向の試案」看護研究、vol. 52, no. 2, 109 －
119， 2019
　Glaser， Barney and Anselm Strauss， 1967＝1996『データ対話型理論の発見』後藤他訳、新曜社
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特別講演

はじめに
　『看護覚え書』は不思議な書物である。
　学生時代に読めばそれなりに分かり、実践者になってから読み返せば、それ以前には理解できな
かったところに目が行き、研究者として向き合えば、その思想の深みがみえてくる。
　私が『看護覚え書』の思想を読み解くようになって半世紀近い歳月が流れた。暗記するほどに読
み込んではいても、最近、また新たな発見があった。ナイチンゲールの「病気のとらえ方」につい
て、現代の生命科学の知見を取り入れて解釈することで、ナイチンゲール思想に新たな世界を見出
すことができたのである。
　ナイチンゲールは「看護とは何か」を解くに際して、まずは「病気とは何か」について明らかに
した。「病気とは回復過程という性質をもつ」という指摘がそれである。このフレーズをわかったよ
うなふりをして先に読み進めていっても、彼女の看護観の根底には届かない。本講演では、この点
に新たな光を当てて、彼女の思想の斬新さに迫ろうと思う。これは生物学的看護論として、これか
らの看護実践の方向を明示するであろう。

　＊「タイトル」が示す『看護覚え書』の価値
　『看護覚え書』のタイトルは、「Notes on Nursing」である。この表示を見ただけでは、著者がナ
イチンゲールであるという事実を知らなければ、読んでみようという興味は内から湧き上がってこ
ない。しかし次のサブタイトルを見れば、目が釘付けとなる。「What it is， and what it is not」が
それである。つまり本書は、何が看護であり、何が看護でないかを解き明かす本なのである。これ
ほど異彩を放つ著作はめったにない。何が看護で何が看護でないかを判定するには、その答えを導
く論理が無ければならない。160 年前、ナイチンゲールはすでに看護の本質をつかんでいたことに
なる。

　＊「看護とは何か」を明確にするには「病気とは何か」を明確にすること。
　『看護覚え書』の「序章」の冒頭には、「病気とは何か」が明示されている。このような書き出し
で始まる「看護理論書」を私は他に知らない。なぜ、看護を説くのに病気を先に説くのだろうか？
その答えは病気の見方の延長線上に看護のあり方がみえてくるからである。病気を医学の視点でと
らえれば医師のように、診断と治療を行なう職種が育つ。だから看護師の専門性を樹立するために
は、看護の視点で “いのちや病気 ”をとらえなければならない。ナイチンゲール思想の真髄はここ
に横たわっている。
　
　＊「病気とは回復過程である」を解く
　ナイチンゲールの疾病観は、「序章」の冒頭の言葉にみることができる。
　「すべての病気は、その経過のどの時期をとっても、程度の差こそあれ、その性質は回復過程
（reparative process）であって、必ずしも苦痛をともなうものではない。つまり病気とは、毒され

特別講演：『看護覚え書』を現代の視点で読む

徳島文理大学大学院看護学研究科　教授　金　井　一　薫
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たり（poisoning）衰えたり（decay）する過程を癒そうとする自然の努力の現われであり、それは
何週間も何カ月も、ときには何年も以前から気づかれずに始まっていて、このように進んできた以
前からの過程の、そのときどきの結果として現れたのが病気という現象なのである。」
　日本の看護界ではよく知られた文章であるが、この文章の読み解き方次第で「看護とは何か」を
はっきりとさせることができるという視点については、これまでほとんど主張されてこなかった。
　「回復過程」とは、「人体内部にはたらく回復のシステム」のことで、一般的には「ホメオダイナ
ミックス」と呼ばれ、人体を統括して恒常性を維持しているシステムのことである。このシステム
の詳細が、最近の生命科学の知見によって解き明かされ始めている。これらの知見を用いて『看護
覚え書』を読み直せば、ナイチンゲールの時代には説明がつかなかった世界が広がってくる。

　＊「病気とは何か」を理解し、同時に「看護とは何か」を明確にする
　人体には自然の回復のシステムが常に発動しており、そのシステムに破綻や乱れや混乱が生じた
ときに何らかの症状が出現する。それを私たちは「病気」と呼んでいるのだが、その時、看護はそ
の回復のシステムが体内で発動しやすいように、最良の条件を生活過程の中に創り出すことである。
看護の専門性はここに見出すことができる。
　したがって、専門職としての看護職が今後主力を挙げて研究すべきテーマは、「生活過程を整える
ことが、体内の回復過程をいかに助けるか？」を証明することにあるだろう。

おわりに
　『看護覚え書』は、決して古びた書物ではない。時と場所が変わっても、その看護思想は永遠に引
き継がれていくであろう。このばあい、継承すべきは「看護のこころ」だけではない。むしろその
中に横たわる科学的・先進的知見であり、思考過程そのものである。現代の看護が他の学問と並ん
で一つの科学となるためにも、看護研究は新たな道筋を創らなければならない。
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特別セミナー

　看護研究に取り組もうと考える場合、どんな時に調査票の作成が必要になるでしょうか。
　看護研究の方法のうち、調査研究は多数の対象者に主に質問紙を用いて調査を実施し、その結果、
収集できたデータを統計的に解析して、対象集団の一般的傾向を見出そうとする研究法です。大量
のデータをその当てはまる一定の方式で解明するので、仮説検証的な研究や実態調査研究に有効で
す。そして、回答能力のある対象者に対して広く多様なデータを得ることができるため、多くの看
護研究に使用されています。回答は対象者の自由な時間に記入してもらえる利点もあります。しか
し、回答が調査対象者に任されているため、虚偽や誤りなどの可能性もあります。そのため、十分
な記入内容のチェックが求められます。質問の内容と質問形式の善し悪しは、調査の成否を左右す
るほど重要です。
　質問紙は、基礎的質問項目と主題的質問項目の 2つから構成されるのが一般的です。基礎的質問
項目は、分析のための説明要因として組み込まれ、性別、年齢、職業、居住地など、対象の基本属
性を問う質問項目です。主題的質問項目は、研究によって明らかにしたいことに関する質問項目で、
事実に関する質問と意識に関する質問の 2つに大別できます。事実や意識の質問は、回答者が答え
やすいようにうまく配列して質問紙を構成することが必要です。
　そこで、本セミナーでは、調査票を作成するときに注意すべき点について、例をもとにして、参
加者の皆さんと一緒に考えたいと思います。質問文の作成に当たっては、一つの項目の中に複数の
論点を含まないで、簡潔明瞭な設問を心がけることや、回答者が迷うような用語は用いず、明快で
平易な言葉を使用することが求められます。そして、どのような質問の仕方をするかは、どのよう
な統計的検定を行うかに繋がります。つまり、「はい」か「いいえ」のような 2者択一なのか、順位
を問うのか、評定を問うのかなどによって検定法が定まってきます。
　また、回答者に対して質問の趣旨と協力を依頼する「お願い」の文書も、調査に対する研究者の
取り組みへの強さを決定する重要な部分です。できるだけ簡潔に、かつ、わかりやすい言葉で表現
することも大切です。そして、回答者には少なからず時間を取ってもらうわけですから、負担がか
からないような最小限の質問にすることも必要です。
　本セミナーにおいて、調査票の作成を通して、調査研究は疑問に思った事柄の実態や関連性を明
らかにでき、より良い看護実践の工夫に繋がる研究手法だということをお伝えしたいと考えていま
す。

日本看護研究学会　中国・四国地方会学術委員会企画「調査票の作成」

四国大学大学院看護学研究科　教授　小　川　佳　代
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一 般 演 題



一般演題（口演）

【第1群】
9：30 ～ 10：20　第 2会場（2号館 2階）

座長：岸田　佐智（徳島大学）

O－1－1 我が国における妊婦の倦怠感についての文献検討
○山田健代 1）　　森脇智秋 2）

1 ）徳島文理大学大学院看護学研究科博士前期課程
2）徳島文理大学大学院看護学研究科

O－1－2 A大学における「キッズナース事業」の評価　小学生の保護者が捉える地域の医
療を担う人材育成の現状と課題
○桟敷久美子　長尾多美子　吉村尚美　渡部光恵　冨澤栄子　小川佳代
四国大学看護学部

O－1－3 交代制勤務者にみられる年代による男性更年期症状の対処行動の違い
○久保幸子 1） 2）　　安井敏之 3）

1 ）徳島大学大学院保健科学教育部博士後期課程
2）四国大学看護学部看護学科
3）徳島大学大学院医歯薬学研究部

O－1－4 5 歳児の歯磨き習慣定着に向けた教材の開発
○小村三千代 1）　　西川知実 2）　　杵村裕佳 3）　　難波由未加 3）　
　野口莉沙 4）　　森下有佳 5）　
1 ）鳥取看護大学
2）国立病院機構鳥取医療センター
3）鳥取大学医学部附属病院
4）医療福祉センター倉吉病院
5）鳥取赤十字病院

O－1－5 乳児の「泣き」に対する母親の困りごとについての実態
○津川恵子 1）　　長弘千恵 2）

1 ）徳島文理大学大学院看護学研究科博士前期課程
2）徳島文理大学大学院看護学研究科
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【第2群】
13：00 ～ 14：00　第 2会場（2号館 2階）

座長：西田　佳世（聖カタリナ大学）

O－2－1 臨床経験 3年目看護師のレジリエンスとその関連要因
○山本さやか 1）　　上田伊佐子 2）　　森田敏子 2）

1 ）徳島文理大学大学院看護学研究科博士前期課程
2）徳島文理大学大学院看護学研究科

O－2－2 循環器科における服薬自己管理している患者の内服間違いの状況
○安田理紗　六車由香　吉川香居　堀江江美子
JA徳島厚生連　吉野川医療センター

O－2－3 抗悪性腫瘍剤を使用する部署に勤務する看護師の医薬品添付文書活用の実態と問
題点
○立石礼望 1）　　東八千代 1）　　黒川雄平 1）　　松尾和枝 2）　　能登裕子 2）　
　松本美晴 2）　　橋口暢子 2）

1 ）九州大学大学院医学系学府保健学部門看護学分野修士課程
2）九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学分野

O－2－4 患者の自殺に遭遇した看護師の反応及び支援に関する文献検討
○田和奈々 1）　　越智百枝 2）　　豊田ゆかり 2）

1 ）愛媛県立医療技術大学大学院保健医療学研究科
2）愛媛県立医療技術大学

O－2－5 緩和ケア病棟看護師のコミュニケーションへの思い
○勝占三貴 1）　　吉永純子 2）

1 ）徳島文理大学大学院看護学研究科博士前期課程
2）徳島文理大学大学院看護学研究科

O－2－6 附属病院を持たない看護系大学の学生に対するシミュレータを用いたシームレス
教育の有効性
〇猪子美由紀 1）　　谷川仁美 1）　　宮川操 2）　　田村幸子 2）　　津川恵子 2）　
　夛田羅勝義 2）

1 ）徳島市民病院
2）徳島文理大学
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一般演題（示説）

【第3群：母性看護】
9：30 ～ 10：00　第 3会場（3号館 1階）

P－3－1 産後 1か月の初産婦のパートナーからの情緒的サポートに対する思いの分析
○岡未奈 1）　　佐々木睦子 2）　　石上悦子 2）　　
1）香川大学医学部附属病院看護部
2）香川大学医学部看護学科

P－3－2 双胎妊婦の入院中のケアに対する助産師の認識
○赤垣衣美 1）　　佐々木睦子 2）　　石上悦子 2）

1 ）香川大学医学部附属病院看護部
2）香川大学医学部看護学科

P－3－3 徳島市医師会附属産婆看護婦養成所設置の経緯とその概要
○高橋順子 1）　　湯浅貴実子 1）　　髙橋秀樹 2）

1 ）四国大学看護学部看護学科
2）京都大学大学院医学系研究科人間健康科学専攻

P－3－4 青年期学生のDV・デートDVに対する認識
○高山直子 1）　　安野恵実子 2）　　久保幸子 1）　　栗本佐知子 1）

　土井さゆり 1）　　松尾恭子 1）

1 ）四国大学看護学部看護学科
2）阿南工業高等専門学校　
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【第4群：母性看護・小児看護】
9：30 ～ 10：00　第 3会場（3号館 1階）

P－4－1 A大学における「キッズナース事業」の評価
　－参加した小学生の看護師への興味と地元志向－
○渡部光恵　吉村尚美　冨澤栄子　桟敷久美子　長尾多美子　小川佳代
四国大学看護学部看護学科
　　　　　

P－4－2 A大学における「キッズナース事業」の評価
　－ボランティアとして参加した看護学生の成果－
○長尾多美子　桟敷久美子　渡部光恵　吉村尚美　冨澤栄子　小川佳代
四国大学看護学部看護学科

P－4－3 母性看護学実習における学生の学習活動調査
　－自己評価に着目した学習行動の特徴と課題－
○日下知子　　松本明美　　登喜玲子
川崎医療短期大学看護科

P－4－4 新人助産師教育において指導的立場にある助産師の思いに関する文献検討
○板東恭子 1）　　佐原玉恵 2）

1 ）徳島文理大学大学院看護学研究科博士前期課程
2）徳島文理大学大学院看護学研究科

－ 25 －



【第6群：臨床看護】
10：00 ～ 10：30　第 3会場（3号館 1階）

【第5群：臨床看護】
10：00 ～ 10：30　第 3会場（3号館 1階）

P－5－1 看護師が有する看護実践能力に影響する要因
○山本陽子　奥田玲子　深田美香
鳥取大学医学部保健学科基礎看護学講座

P－5－2 鳥取県西部白ねぎ農業従事者における腰痛有訴率とQOL
○深田美香 1）　　森田鉄二 2）　　谷島伸二 3）　　山下栄二郎 4）　　永島英樹 3）

　加藤美奈子 5）

1 ）鳥取大学医学部保健学科
2）三朝温泉病院リハビリテーション科
3）鳥取大学医学部整形外科　
4）鳥取大学医学部附属病院放射線部
5）鳥取県西部総合事務所農林局西部農業改良普及所

P－5－3 外科病棟看護師の若年乳がん患者に対する意識の分析　
○石上悦子
香川大学医学部看護学科

P－5－4 中央診療部門から病棟へ異動した看護師に対する支援の検討
○石井真理子
順天堂大学医療看護学部

P－6－1 ユマニチュードに関するわが国の研究の特徴と課題
○川久保和子　宮武陽子　斉藤利恵子
足利大学看護学部

P－6－2 精神看護領域における「触れるケア」に関する文献検討
○宮武陽子　川久保和子　斉藤利恵子
足利大学看護学部

P－6－3 精神科病院新人看護師の就職後教育プログラム評価　その 2
○川村道子　葛島慎吾
宮崎県立看護大学

P－6－4 中山間地域の医療・福祉施設に勤務する看護師の日常看護実践で直面する問題と
継続教育の課題
○木下香織 1）　　真壁五月 1）　　山本智恵子 1）　　安田陽子 2）

1 ）公立大学法人新見公立大学健康科学部看護学科　
2）公立大学法人新見公立大学助産学専攻科　　　
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【第7群：看護教育】
13：00 ～ 13：30　第 3会場（3号館 1階）

P－7－1 公衆衛生看護学選択学生の平成30年7月豪雨災害におけるボランティア活動体験
からの学び
○横溝珠実　高尾茂子
吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科
　

P－7－2 ウェルネス志向の看護実践のための教育内容の構造（第 2報）
　－ウェルネスをとらえる視点の抽出－
○曽根清美
福山平成大学看護学部看護学科

P－7－3 看護学概論における協同学習を基盤とする教育実践の評価
　－学習動機づけ、協同作業認識、看護のとらえ方の変化－
○鈴木小百合 1）　　野崎真奈美 2）　　川島悠 1）

1 ）順天堂大学医療看護学部
2）順天堂大学大学院医療看護学研究科
　

P－7－4 看護学生 1年次生が認識する “食の問題 ”
○平井由佳　岡安誠子　川瀬淑子　梶谷麻由子
島根県立大学看護栄養学部

P－7－5 大学生を対象としたBody Mass Index、自己認知の複雑性、および抑うつの関連
の検討
○川人潤子 1）　　岡久玲子 2）

1 ）香川大学医学部臨床心理学科
2）徳島大学大学院医歯薬学研究部地域看護学分野　

P－7－6 アドバンスケアプランニングに対する大学生の認識
○名越恵美　犬飼智子　實金栄
岡山県立大学
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【第8群：看護教育】
13：00 ～ 13：30　第 3会場（3号館 1階）

P－8－1 「高等学校看護科」に関する文献検討
○清水菜月
吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科

P－8－2 看護学生が老年看護理解を深める視聴覚教材についての検討
　－ドキュメンタリー映画を視聴した看護学生の視点－
○岡本さゆり　清水菜月　澤田和子
吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科

P－8－3 経験学習モデルに依拠した基礎看護技術演習による看護学生の自己教育力の変化
○奥田玲子　深田美香
鳥取大学医学部保健学科
　

P－8－4 Audience Response System（クリッカー）を用いた双方向型授業に対する学生の
評価～ 1年生と 3年生の比較～
○佐藤美恵　犬飼智子　髙林範子　名越恵美
岡山県立大学保健福祉学部看護学科

P－8－5 高等学校（看護）教員として大学卒業までに必要な資質能力
　－教育実習（看護）自己評価表の作成に向けて－
○岡　和子 1）　　岡本陽子 2）　　渡邉　満 2）

1 ）福山平成大学看護学部看護学科
2）広島文化学園大学大学院看護学研究科

P－8－6 看護師養成所（3年課程）の学生の援助要請スキルの実態
○吉田美栄　後藤華奈子　山下久美子
NHO呉医療センター附属呉看護学校

－ 28 －



【第9群：地域看護・在宅看護・看護管理】
13：30 ～ 14：00　第 3会場（3号館 1階）

P－9－1 看護小規模多機能型居宅介護の管理運営と看護提供に関する課題
　－質的データ分析 SCATを用いて－
○岡本和恵 1）　　掛谷益子 2）

1 ）吉備国際大学大学院保健科学研究科
2）吉備国際大学

P－9－2 訪問看護師としての知識や考え方を修得した経験
○安田温子
兵庫県立大学看護学部

P－9－3 訪問看護ステーション管理者の臨床倫理コンサルタント役割に伴うストレス認知
を測定する尺度の短縮版の妥当性と信頼性の検討
○實金栄 1）　　井上かおり 1）　　山口三重子 2）

1 ）岡山県立大学保健福祉学部
2）姫路大学看護学部

P－9－4 中高年女性の地域におけるヘルスケアプログラムの実施
○髙田律美 1）　　高橋順子 1）　　新居アユ子 1）　　湯浅貴実子 1）　　岡靖哲 2）

　高橋秀樹 3）　
1 ）四国大学
2）愛媛大学医学部
3）京都大学大学院

P－9－5 高齢者の自主的な介護予防グループ活動への継続参加に関する文献検討
○一ノ瀬公美 1）　　田中富子 2）

1 ）吉備国際大学大学院保健科学研究科保健科学専攻
2）吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科

P－9－6 中山間地域の公立と民間の病院で働く看護師の職務満足度比較
○田中富子 1）　　村上有希 2）

1 ）吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科
2）吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科学生
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学生セッション（示説）

【第 10 群：基礎看護・看護管理】
9：30 ～ 10：30　第 3会場（3号館 1階）

座長：谷本　公重（香川大学）

P－10－ 1 小学高学年生の情報機器使用状況
○小野奏絵　長塩麻子　長山悠　西村真穂　坂東澪　鈴木麻友　尾﨑典子
　谷本公重
香川大学医学部看護学科

P－10－ 2 中山間地域の病院で働く看護職の職務満足度の実態
○村上有希　田中富子
吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科

P－10－ 3 アロマセラピーが患者の精神的・身体的側面に与える効果
○北野美優　上田伊佐子
徳島文理大学保健福祉学部看護学科

P－10－ 4 新人看護師のメンタルヘルスに関連する要因
○桂えりか　上田伊佐子
徳島文理大学保健福祉学部看護学科

P－10－ 5 仰臥位時、仙骨部の体圧測定の実験研究
　－段ボールベッド、フロアーマット、ブルーシートの比較－
○大西智行　久我原朋子
山陽学園大学看護学部看護学科

P－10－ 6 パワーポージングの身体・心理への影響
　－呼吸法と比較して－
○笠戸竜也　松本彩音　木之下利恵　岩佐幸恵
徳島大学医学部保健学科看護学専攻

P－10－ 7 看護師の離職につながる心理プロセスの検討
○竹山響　大岡裕子
徳島文理大学保健福祉学部看護学科
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【第 11 群：臨床看護】
9：30 ～ 10：30　第 3会場（3号館 1階）

座長：吉本　知恵（香川県立保健医療大学）

P－11－ 1 行動・心理症状（BPSD）を有する認知症高齢者を在宅で介護する主介護者以外
の家族員の心情及び対処行動
○川井紗希　合木志織　吉本知恵
香川県立保健医療大学

P－11－ 2 入院中の高齢者の生活に関する意思決定支援
○白岩美咲　大城美優　神岡由季　野里姫佳　馬場智子　内川洋子
高知県立大学看護学部

P－11－ 3 急性期病院における看護師の認知症高齢者に対する看護実践状況とその関連要因
○河上麻希　田畑玲菜　竹内千夏
香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科

P－11－ 4 2 型糖尿病患者が食事療法を継続するための看護支援に関する文献検討
○三宅智沙　佐原玉恵
徳島文理大学保健福祉学部看護学科

P－11－ 5 手術室看護師のストレスに関する文献的概観
○鈴木由衣　板東孝枝　近藤和也　今井芳枝　髙橋亜希
徳島大学医学部保健学科看護学専攻

P－11－ 6 ロボット支援腹腔鏡下前立腺摘出術を受けた前立腺がん患者の治療選択における
情報収集の実態と満足度
○中川叶美　西岡彩夏　吉田優花　片上貴久美　山下奈緒子　寺尾奈歩子
　山内栄子　
愛媛大学医学部看護学科

P－11－ 7 終末期患者の在宅移行を促すための退院調整看護師の看護実践能力
○唐渡里奈　川崎千尋　森塚愛梨　森田公美子　近藤真紀子
香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科
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【第 12 群：看護学生】
9：30 ～ 10：30　第 3会場（3号館 1階）

座長：名越　恵美（岡山県立大学）

P－12－ 1 看護学生が受け持ち患者の家族とうまく話せなかったと感じる要因
○高嶋聖花　有田広美
福井県立大学看護福祉学部看護学科

P－12－ 2 看護学生における防衛機制と自己肯定感との関連
○野口朋恵　下谷美宙　蝶野帆香　横店莉歩　藏本綾　渡邉久美
香川大学医学部看護学科

P－12－ 3 看護学生のACP（アドバンス・ケア・プランニング）の認識と影響因子
○片山茉優　坂本保奈美　名越恵美　犬飼智子
岡山県立大学保健福祉学部看護学科

P－12－ 4 術前不安の強い患者に対する学生の認識とケア行動
○阿部美優　多田羅光美
香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科

P－12－ 5 看護学生が捉える高齢者の終末期医療における安楽死への関心の実態
○上田真菜美　今井芳枝　別所えりか　杉池史恵　板東孝枝　髙橋亜希
徳島大学医学部保健学科看護学専攻

P－12－ 6 看護学生の実習に対する認知が感情および行動に及ぼす影響
〇伊丹菜月　國方弘子
香川県立保健医療大学
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【第 13 群：地域看護・在宅看護】
13：00 ～ 14：00　第 3会場（3号館 1階）

座長：松浦　治代（鳥取大学）

P－13－ 1 地域住民のソーシャルキャピタルに関する文献検討
○向井もり　湊弓恵　重藤真衣　松浦治代
鳥取大学医学部保健学科看護学専攻

P－13－ 2 要介護高齢者と同居している主介護者の介護への思いに関する検討
　－QOL，制度に着目して－
○和田法子　三谷茉里奈　原田佳歩　林信平　松本啓子
香川大学医学部看護学科

P－13－ 3 要介護者と同居している主介護者の介護継続要因に関する文献検討
○三谷茉里奈　和田法子　原田佳歩　林信平　松本啓子
香川大学医学部看護学科

P－13－ 4 認知症高齢者を在宅介護する配偶者を支えている体験
　－配偶者の語りから－
○田口佳奈　上村祐里香　田邊知里　河野明日香　佐達真衣　大森美津子
　西村美穂　森河佑季
香川大学医学部看護学科

P－13－ 5 在宅死を決断した終末期がん患者とその家族の意思実現を支援した訪問看護師の
役割
○鎌倉真歩　人見裕江
山陽学園大学

P－13－ 6 家族の介護充実感を高める看護師の関わりに関する研究
○丹上栞乃　人見裕江
山陽学園大学
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【第 14 群：地域看護・在宅看護】
13：00 ～ 14：00　第 3会場（3号館 1階）
座長：高嶋　伸子（香川県立保健医療大学）

P－14－ 1 高齢者の防災における自助に関する研究
　－防災グッズの準備性と避難行動との関連－
○岡本舞衣　谷渕里緒　三澤友喜乃　高嶋伸子
香川県立保健医療大学

P－14－ 2 高齢者の防災における共助に関する研究
　－自主防災組織の平常時の活動実態－
○今田綾香　塩飽礼　村上稚奈　高嶋伸子
香川県立保健医療大学

P－14－ 3 高齢者の防災における公助に関する研究
　－災害を想定した保健活動の現状と推進の困難性－
○國賀穂那実　谷井花菜子　錦織未来　高嶋伸子
香川県立保健医療大学

P－14－ 4 地域高齢者自らが取り組むロコモティブシンドローム予防策に関する研究
○中原由貴　人見裕江
山陽学園大学

P－14－ 5 健康教室に参加する地域高齢者のサルコペニアの発生状況と関連因子に関する研究
○平井貴之　人見裕江
山陽学園大学

P－14－ 6 地域包括ケア病棟に勤務する看護師のリハビリテーション看護実践についての思い
○佐伯麻帆　坂田恵美　杉詩織　野嶋京香　竹﨑和子
吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科
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【第 15 群：母性看護】
13：00 ～ 14：00　第 3会場（3号館 1階）

座長：石上　悦子（香川大学）

P－15－ 1 地域で働く助産師が選択した出産場所と選択理由
○中村友香　大場智加　岡田風香　川西佑芽　坂賀千紘　曽根悠花　春摘優希
　佐々木睦子　石上悦子　蓮井良子　中澤恵美里
香川大学医学部看護学科

P－15－ 2 病院で働く助産師が選択した出産場所と選択理由
○岡田風香　大場智加　川西佑芽　坂賀千紘　曽根悠花　中村友香　春摘優希
　佐々木睦子　石上悦子　蓮井良子　中澤恵美里
香川大学医学部看護学科

P－15－ 3 妊娠後期の妊婦に対する「便秘解消ストレッチ」の効果
○福井志帆　鈴記洋子　森脇智秋
徳島文理大学助産学専攻科

P－15－ 4 緊急帝王切開を経験後、反復帝王切開を受けた経産婦の出産体験のとらえかた
○遠藤美希　森脇智秋　鈴記洋子
徳島文理大学助産学専攻科

P－15－ 5 母子健康手帳の「妊婦自身の記録」欄に対する母親の認識
○照屋七海　森脇智秋　鈴記洋子
徳島文理大学助産学専攻科

P－15－ 6 妊産婦の防災意識と防災ノートの活用状況
○神谷瑞穂　森脇智秋　鈴記洋子
徳島文理大学助産学専攻科
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一般社団法人日本看護研究学会中国・四国地方会

第 33 回学術集会　協力企業・団体
（敬称略）

　本学術集会には，以下の企業・団体様より多大なるご支援を賜りました。
　深く感謝いたします。　

〈展　　示〉　東洋羽毛中四国株式会社

　　　　　　久米書店

〈巻末広告〉　株式会社医学書院

　　　　　　大島器械株式会社

　　　　　　株式会社大一器械 

　　　　　　日新器械株式会社

　　　　　　有限会社西白衣

　　　　　　協業組合徳島印刷センター

　　　　　　徳島文理大学

〈協　　力〉　m3.com学会研究会

　　　　　　徳島文理大学









白衣とユニフォーム専門店

西 白 衣

◎事 業 部　徳島市南庄町 3 丁目 7-1
TEL(088)633‐8331･FAX(088)633‐8332

◎ショールーム　徳島市佐古 8 番町 6-6
　TEL(088)622‐3311･FAX(088)653‐9587



一般社団法人日本看護研究学会中国・四国地方会　
第33回学術集会　実行委員・協力員・運営ボランティア

（50 音順・敬称略）

協力員
小川　美恵（徳島県立総合看護学校） 助田　麻樹（徳島赤十字病院）

谷川　仁美（徳島市民病院） 宮野　三奈（徳島県立富岡東高等学校羽ノ浦校）

村尾　和恵（徳島県立中央病院）

石川　惠子 岩切　由紀 勝占　三貴 北山　直希 瀧川　稲子 山本さやか
（徳島文理大学大学院看護学研究科）

運営ボランティア
徳島文理大学保健福祉学部看護学科　学生

実行委員長
吉永　純子（徳島文理大学保健福祉学部看護学科）

実行委員
東　敬次郎 池田　峰子 泉　　啓介 井元　啓子 上田伊佐子
上田　久美 大岡　裕子 岡島真理子 金井　一薫 鎌田加容子
佐原　玉恵 鈴記　洋子 高谷　嘉枝 高橋　照子 高橋　昌江
夛田羅勝義 田村　幸子 津川　恵子　 長弘　千恵 西本多美子
橋本　文子 板東　恭子 東野　明美 福田　真理 福富　史恵
舟井貴久子 古川　　薫 宮川　　操 名護　彩香 森脇　智秋
山田　健代 尹　　玉鍾 吉永　純子 （徳島文理大学保健福祉学部看護学科）

査読にご協力いただきました皆様に深く感謝申し上げます。
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